
　医
療
の
高
度
・
専
門
化
や
高
齢
化
に

伴
い
、
全
国
的
に
医
師
不
足
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　本
県
で
も
地
域
や
診
療
科
目
の
偏
在

は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
核
病
院
で

も
勤
務
医
が
不
足
す
る
な
ど
、
地
域
医

療
の
維
持
・
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
背
景
か
ら
県
で
は
先
月
、

県
医
師
会
と
共
に
本
県
で
臨
床
研
修
を

始
め
る
医
師
を
対
象
に
し
た
合
同
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
若
手
医
師
に
向
け
て
、
地

域
医
療
へ
の
貢
献
に
対
す
る
意
識
醸
成

と
、
県
内
定
着
を
図
る
た
め
に
初
め
て

開
催
し
た
も
の
で
、
多
く
の
研
修
医
が

参
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
契
機

に
、
研
修
医
の
皆
さ
ん
が
、
病
院
の
垣

根
を
越
え
て
多
く
の
仲
間
を
作
り
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
な
が
ら
本
県
の
医
療
を
支
え

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

知
事
コ
ラ
ム

県新臨床研修医合同オリエンテーション（４月７日）で
あいさつする大澤正明知事

県
内
の
医
療
充
実
の
た
め
に
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お
知
ら
せ

「
群
馬
県
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
に
つ
い
て

　
県
は
「
群
馬
県
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
４
月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た
（
一

部
は
、
10
月
１
日
施
行
）
。

こ
の
条
例
は　
全
て
の
県
民
が
、
障
害
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

も
の
で
す

条
例
の
内
容

・
前
文　
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
全
て
の
県
民
が
、
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
は
障
害
者
で
な
い
者
も
含
め
た
全

て
の
者
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
障
害
お
よ
び
障
害
者
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
社
会
全
体
で
障
害
を
理
由

と
す
る
差
別
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す

・
本
文　
基
本
理
念
、
県
の
責
務
、
県
民

お
よ
び
事
業
者
の
役
割
、
県
が
市
町
村
と

連
携
協
力
す
る
こ
と
、
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
禁
止
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
に
関
す
る
相
談
体
制
お
よ
び
事
案
の
解

決
の
た
め
の
手
続
き
、
県
障
害
者
差
別
解

消
推
進
協
議
会
の
設
置
、
共
生
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
基
本
的
施
策
な
ど

県
民
の
皆
さ
ん
へ　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が

こ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
障
害
な
ど
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
解
消
へ
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

	
　
県
庁
障
害
政
策
課
（

０
２
７
・
２

２
６
・
２
６
３
４
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当

【
児
童
扶
養
手
当
】

　
次
の
条
件
に
該
当
す
る
子
ど
も
を
監

護
す
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
、
監
護
し
、

か
つ
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
子
家
庭
な
ど

の
父
、
父
母
に
代
わ
り
養
育
し
て
い
る
養

育
者

・
父
母
が
離
婚
し
て
い
る

・
母
が
未
婚
で
あ
る

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い
る

・
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
で
あ
る

・
父
ま
た
は
母
に
重
い
障
害
が
あ
る

・
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る

・
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る

・
父
ま
た
は
母
が
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け

た月
額
手
当
額　
４
万
２
９
１
０
円
～
１
万

１
２
０
円

※
第
２
子
は
１
万
１
４
０
円
～
５
０
７
０

円
、
第
３
子
以
降
は
１
人
に
つ
き
６
０
８

０
円
～
３
０
４
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す

※
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す

支
給
期
間　
子
ど
も
が
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

※
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
の

誕
生
日
の
前
日
ま
で

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　
心
身
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
、
20
歳

未
満
の
子
ど
も
を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は

養
育
者

※
障
害
の
程
度
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

月
額
手
当
額　

・
１
級　
５
万
２
２
０
０
円

・
２
級　
３
万
４
７
７
０
円

【
共
通
事
項
】

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
用
紙

　
い
ず
れ
の
手
当
も
、
所
得
制
限
や
届

け
出
義
務
、
資
格
喪
失
要
件
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
用
紙
配
布
場
所
・
問　
住
所
地
の
市

役
所
・
町
村
役
場

特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
の
駆
除
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
は
、
サ
ク
ラ

や
モ
モ
、
ウ
メ
な
ど
に
産
卵
し
、
幼
虫
が

樹
木
の
内
部
を
食
い
荒
ら
す
特
定
外
来
生

物
で
す
。
被
害
を
受
け
た
木
は
衰
弱
し
、

枝
が
落
ち
た
り
木
が
倒
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
県
内
で
は
、
平
成
27
年
に
館
林
市
で
初

め
て
確
認
さ
れ
、
東
部
地
域
を
中
心
に
発

生
地
域
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
被
害
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
サ
ク
ラ
か

ら
フ
ラ
ス
（
か
り
ん
と
う
状
の
木
く
ず
）

が
出
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
市
役
所
・
町
村
役
場
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
5
月
か
ら
８
月
は
成
虫
も
発
生
す
る
た

め
、
見
つ
け
た
場
合
は
踏
み
つ
ぶ
す
な
ど

し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
庁
自
然
環
境
課
（

０
２
７
・
２

２
６
・
２
８
７
２
）
、
市
役
所
・
町
村
役

場
自
然
保
護
担
当
課

クビアカツヤカミキリ（原寸大）とフラス

環
境
影
響
評
価
事
後
調
査
報
告

書
の
縦
覧
「
伊
勢
崎
宮
郷
工
業

団
地
造
成
事
業
」

　
５
月
７
日
㈫
～
６
月
６
日
㈭	

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
県
が
伊
勢
崎
市
宮
郷
地
区
で
実
施
し

た
工
業
団
地
造
成
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
き
、
そ

の
事
業
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
の
事

後
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す

縦
覧
場
所　
県
庁
環
境
政
策
課
、
県
庁
団

地
課
、
県
中
部
環
境
事
務
所
（
前
橋
市
上

細
井
町
）
、
前
橋
市
役
所
（
前
橋
市
大
手

町
）
、
伊
勢
崎
市
役
所
（
伊
勢
崎
市
今
泉

町
）
、
玉
村
町
役
場
（
玉
村
町
下
新
田
）

※
HP
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
県
庁
団
地
課
（

０
２
７
・
２
２
６

・
３
９
９
４
）

困
り
事
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～
５
月

12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
～

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は　
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
特
別
職
の
公
務

員
で
す
。
県
内
で
は
、
４
１
５
２
人
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
い
ま
す

活
動
内
容　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人
の
家
を
定
期
的
に
訪
問
す
る

「
見
守
り
活
動
」
を
し
た
り
、
相
談
に
応

じ
て
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
で
の
困
り
事
や
心
配
事
が

あ
る
場
合
、
身
近
に
高
齢
者
な
ど
心
配
な

人
が
い
る
場
合
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
法
律
に
よ

り
個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
相
談
内
容
な
ど
が
漏

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
住
所

地
の
市
役
所
・
町
村
役
場
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い　

　
住
所
地
の
市
役
所
・
町
村
役
場
、
県

庁
健
康
福
祉
課
（

０
２
７
・
２
２
６
・

２
５
１
８
）

募

　集

「
花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」 

活
動
団
体

　
温
か
い
地
域
社
会
の
形
成
と
美
し
い
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
、
住
民
組
織
に
よ

る
公
共
施
設
の
除
草
や
花
植
え
な
ど
の
自

発
的
な
活
動
に
対
し
て
、
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
団
体

・
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
、

自
主
的
な
美
化
・
保
全
を
行
う

・
構
成
員
が
10
人
以
上
で
あ
る

・
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
２
年
２
月
末

ま
で
の
間
に
３
回
以
上
、
県
内
で
活
動
を

行
う
（
う
ち
３
回
は
、
県
管
理
の
公
共
施

設
で
あ
る
こ
と
が
必
要
）

交
付
額　
２
万
円

　
６
月
７
日
㈮

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
用
紙

申
請
用
紙
配
布
場
所
・
　
県
土
木
事
務

所
、
県
庁
都
市
計
画
課
（

０
２
７
・
８

９
７
・
２
８
７
９
）

※
申
請
用
紙
は
、
HP
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す参加団体による花植えの様子

試

　験

県
職
員
採
用
Ⅰ
類
・
Ⅱ
類
試
験

お
よ
び
選
考
考
査

第
１
次
試
験
日　
６
月
23
日
㈰

第
１
次
試
験
合
格
発
表
日　
７
月
５
日
㈮

第
２
次
試
験
日　
７
月
中
旬
～
８
月
上
旬

第
３
次
試
験
日

・
Ⅰ
類
試
験
…
８
月
中
旬
～
下
旬

※
Ⅱ
類
試
験
お
よ
び
選
考
考
査
は
実
施
し

ま
せ
ん

最
終
合
格
発
表
日

・
Ⅰ
類
試
験
…
８
月
30
日
㈮

・
Ⅱ
類
試
験
お
よ
び
選
考
考
査
…
８
月
16

日
㈮

※
獣
医
師
だ
け
８
月
５
日
㈪

職
種

・
Ⅰ
類
試
験
…
事
務
系
、
技
術
系
職
種

・
Ⅱ
類
試
験
…
事
務
系
職
種

・
選
考
考
査
…
薬
剤
師
、
獣
医
師
、
福
祉


